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神戸の無念胸に被災地ヘハ重山病院､看護師の高野さん

2o11年3月18日ｌｏ　．Ｉ沁

　【石垣】県立ハ重山病院の看護師､高野直弥

(なおみ)さん(３７)が東日本大震災被災地で

の医療ボランティアのため、同病院を退職し、

１８日に岩手県釜石市に向けて石垣島から出発

する。阪神･淡路大震災で肉親を失った悲しみ

を胸に｢今度は少しでも力になりたい｣と決意の

旅立ちだ。

　大阪府出身。千葉県成田市の看護学校に通

っていた20歳のころ阪神･淡路大震災が起き、

大阪の実家は一部倒壊､神戸市長田区に住む

祖父母はつぶれた家に生き埋めになって亡<な

った。

　現場でボランティアをしたかったが､看護師の
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祖父母が亡くなった阪神･淡路大震災を思い

出し、目を潤ませながら被災地への出発の思

いを語る高野直弥さん＝１７日、石垣市内

国家試験が目の前に迫り、学校を離れられなかった。｢何もできなかった｣と無念が今も残

る。

　１１日の大震災以降、今度こそ被災地で活動したいという思いが募るが、県の答えは｢先

方が受け入れ態勢が整うまで待機｣だった。｢もう待っていられない｣と、自らインターネット

でボランティア先を探した。

　たどり着いたサイトは、自然災害や戦争難民の緊急救援活動を行う国際医療のＮＰＯ法

人｢ＡＭＤＡ(アムダ)｣だった。既に第1陣は大震災翌日の12日に被災地入りし活動してい

た。

　１５日にＡＭＤＡの本部に電話すると、１６日夜｢看護師を必要としている。１週間でもいい

から来てほしい｣と返事が来た。高野さんは17日に県立ハ重山病院に退職届を提出し、出
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発準備を整えた。同病院の同僚も｢応援している｣(前大舛直美主任看護師)と快く送り出し

てくれた。

　｢向こうには被災者なのに､『つらい』とも言えず、限られた人数で働き続ける医療スタッフ

がいる。少しでも代わることができたら｣と高野さん｡被災地の仲間や患者たちを気遣いな

がら、北に向かう。

　　　　次の記事:幅広い年齢層が挑戦らんな一…〉〉

，今日の記事一覧，今月の記事一覧ｉ最近の人気記事
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